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自治体の老人福祉施策に関する調査研究(中間報告)


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































他県先行嚇業からヒント ○○○ 県市町村市町村 .､老人のいきがい"という抽象的課題を行政に反映醤せる新しい試みのためのテーマの選定がむずかしい事藁規模及び内容等の差力;大きく補助基準額について再検討を要する今後の施策の腰開の中でどのように泣置づけるか補助基離額が低いものがある
1員○＝鱈善ｅ鞘く鱈専&轌浸呈璽令蝿虚縄壱誤信窒憲制







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































合 計 1,650,187 2.961.887 △1,311,700 55.7
る澗在研究（中川報併）
二四四
七・三％、四番Ⅱは「土木澱」の六一・一一％で、この四打我側が、平均算定率
の
六
二
・
九
％
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
次に、投資的経對の韮那財政需要額と充当一般財源の比較をしてみよう。
まず投盗的継災の「厚生労働残」の実態は、第五衣のように、全体として一
億四、七六八万八千円の不足があり、算定率は四六・一％で、経術経我の「厚
生労働費」の算定率五四・八％をかなり下まわっている。
「社会福祉災」〔投資〕は八、九八二万五千Ｎの不足で、「厚生労働饗」〔投
資〕の不足額の六一％を占めている。「社会柵祉災」〔投資〕の算定率は三五・
七％と平均以下であるが、伺我Ｈの「経常経饗」の算定率の二八・四％を上ま
わ
っ
て
い
る
。
「厚生労働澱」〔投資〕のうちで、算定串が一番低い掛目は「労働澱」で、
わずか一九％にすぎない。
款別にみた投資的経澱の雑準財政鴨要領と充当一般財源の比較をした実態が、
第六表である。全休としては一三億一、一七○万円の不足で、算定率は五五・
七％であるから、経常経澱の全体の算定率の六二・九％を下まわっている。
款別では、投資的経巽の不足額が最も大きいのは「教育費」で六億九、四七
四万二千円、不足総額一三億一、一七○万円の五三％を占めている。
投資的経費の平均算定率五五・七％を下まわっている費日は、「産業経済費」の二九・一一一％、「教育費」の三六・四
％、「厚生労働費」の四六・一％である。逆に上まわっている費目は「土木費」の七六％、「その他の行政費」の六
社」だけである。
八・二％である。
以上のように、
前節においては、厚生労働澱のなかの「社会福祉澱」〔経常〕の基飛財政需要額の不足額が、約六億円にもなって
いるＺ市の実態を明らかにしたが、ここではその原因を考えてみたい。しかし、総合的な原因分析をする余裕はない
ので、ここでは、Ｚ市等人口一○万人前後の自治体の社会福祉行財政の実態と比較することによって問題の一端を明
らかにしたい。だが「社会福祉費」といっても、その内容はさらに分れ、社会福祉費・児童福祉費・老人福祉という
構成になっている。さらに、これらの費目もひとつひとつの事業からなっているから、そこまで分解して比較分析を
する必要があるが、全体的な分析は今後の課題である。
ここでは今回の実態調査の柱のひとつである「老人福祉費」の分析を中心課題とするが、そのまえに、児童福祉費
自治体の老人福祉施策に関する調査研究（中間報告）
二四五
以上のように、実態調査で明らかになったことは、基準財政需要額の費目間に、著しい格差があるということであ
る。そして「厚生労働費」のなかでは、「社会福祉費」の算定に問題があり、そのなかでも「経常経費」の算定によ
り大きい問題があるということである。項の費目のうちで、六億円も不足額が出ている費目は経常経費の「社会福
第
三
節
地
方
交
付
税
の
機
能
ｌ
老
人
編
祉
躯
業
に
お
け
る
「
ナ
シ
劃
ナ
ル
Ⅷ
ミ
ニ
マ
ム
那
業
」
に
つ
い
て
Ｉ
第７表社会福祉費の標準団体行政規模（54年度）
項 ロ｜行政規模日
人口
福祉事務所
民生委員・児童委員
福祉関係職員
現業員等
身体障害者福祉司
精神薄弱者福祉司
社会福祉施設
係育所
児童館
老・ホーム
授産施殻
児童遊園
100,000人
１所
150人
斬蛎所所薇
自治体の老人福祉施簾に関する調査研究
人
人
人
５
１
１
２
一関する調査研究（中間報告）
二四六
に
ふ
く
ま
れ
る
保
育
所
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
節
で
み
た
よ
う
に
Ｚ
市
の
「児童福祉費」は民生費の歳出構造の四六％を占めているからで、その大部分は保
育所に関わる経費であるからである。つまり、Ｚ市の「社会福祉費」の基準財政需
要額で六億円もの不足額が出た大きな原因のひとつとして、保育所の経費の算定不
足
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
今回収集した資料から、保育所の算定不足の原因のひとつとして考えられるのは、
標
地
団
体
行
政
規
模
の
な
か
で
設
定
さ
れ
て
い
る
保
育
所
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
口
一
○
万
人
の
標
地
団
体
の
保
育
所
は
九
カ
所
と
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｚ
巾
の
場
合
は
二
○
ヶ
所
と二倍もあるからである。今回の調査で収梨した人口一○万人前後の九市の「公共
施設状況」（五十四年度）による九巾平均の保育所も二一ヶ所である。つまり、「社
会福祉喪」の単位巽川を激算するために設定されている第七表に示される「標準団
（６）
体行政規模」が実態に合っていないと老障えられる。
「社会福祉費」の「標準団体行政規模」には、実態に合わないという問題だけで
はなく、次のような問題もある。それは、算定率が一○○％をこえている第八表
「消防費」の「標準団体行政規模」と比較すると明瞭になる。一見して明らかなよ
うに「消防費」の行政規模の内容はきわめて詳細に設定されているのに対して、
「社会福祉費」の場合は、粗雑といってよい。保育所・児童館・老人ホーム・授産
第８表市町村の「消防費」における穣準団体行政規模（54年度）
行政規模頂項 行政規模 目
100,000人人口
(1)常伽消防関係
消防本部
消防黒
(2)分非蓋備菱防関係
団員数
|;畠：
|鍵
普通消防ポンプ自動車
則､型動力ポンプ付積載車
４，型動力ポンプ
14分団
563人
１人
２人
１４人
14人
７０人
462人
１１台
３台
１４台
}瀞梺喜
健物延面菰289㎡）
（建物廷面積271㎡）
1本部
l署
１
１
１
１
出喪所 2所
消防蓋ンプ自動:FF［
|蔓蕊護 〈臣（ロ《ロ（■ワ】・人１△△４ １
１
(うち１台は予備車）
(うち１台は予備軍）
救急自動車 3台
指揮広報車
予防査察車
防火水そう
消防専用無線電話
救急指令装遇
暗哨弛噸始
１
痙程鐘ｅ靱＜』韓謹:篭呈璽十蝿霊銅崖憲（畳菫審ﾐﾆ） １１三苧
施設については、「消防費」と同様にきめこまかく行政規模を設定できるはずである。なぜなら、それぞれ「施設最
低荻地」があるからである。それが「標地団体行政規模」に全く反映されていないのだから、ナショナル・ミニマム
を保障する機能を地力交付税制度が采しているのかどうかが疑川となる。
次に、今回の調査の柱である「老人福祉事業」について、人口一○万人の標準団体における老人福祉事業とＺ市の
老人桶祉事業の実態との比較分析をしてみよう。
人
口
一
○
万
の
標
準
団
体
に
お
け
る
老
人
禍
祉
卒
業
と
は
、
「
社
会
福
祉
澱
」
の
雑
準
財
政
滞
婆
額
の
算
定
の
さ
い
に
必
要
な
「
地
位
費
用
」
を
算
出
す
る
と
き
に
、
積
算
内
容
と
し
て
出
て
い
る
事
業
で
、
こ
れ
ら
の
事
業
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
の
事
業
と
い
っ
て
よ
い。この荊算内群としての老人福祉那業鍋の推移については、前述のように地力日沿総合研究所がおこなっている。
第９表老人福祉のナショナル・ミ
ニマム事業（昭和54年度）
－地方交付税のⅡ(位費川算定の
ための事業一一Ⅲ１１訂ｌ｜叫一④
、治体の老人福祉施筑に側する調交研究（中川報併）
老人保遡事業
養識老人ホーム
特別縫護老人ホーム
老人(ｉＭｆ教育
老人保健医撚総合対jii開発｡'｢業
老人他１１(相談M｢業
ｲ！;宅老人家庭羽護訪||Ｉ指導
⑤ 全国一斉健康診断
一般診査
精蠕診査
⑥｜ねたきり老人他康診Wｉ
⑦ｌ老人クラブ等助成
③
｜
⑨
敬老会plF業
老人医撚特別}肘憧
在宅ImiII:事業
両~P羅認i11丁(派遣事業）
〃）⑪
⑫
⑪’１１常生活)N|具給付
(Yf料）141治省『昭和5`lｲ1K度地方交付税
ｌｌｉＩ度解説（単位災用繍)』地力
ｊｌ１務協会，4241)，437～440頁よ
りまとめた。
※これ以外に，L1HiJi保識]|｢業も，
老人編iIl:のナショナル・ミニマ
ム｡'｢業にかかわっている。
四
八
第二の問題は、五巾（Ｚ巾）全市が実施している老人福祉事業は、老人保護珈業・全国一斉健康診断事業・老人ク
ラブ等助成取業、敬老会事業・老人医旅特別措催（いわゆる老人医療饗無料化事業）、家庭奉仕貝派泄辨業・桶祉地
諦
蜥
業
の
七
小
業
の
み
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
一
三
小
業
の
う
ち
約
半
数
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
五
巾
（
Ｚ
巾
）
の
老
人
福
祉
事
業
数
は
、
二
三
・
四
事
業
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
十
三
事
業
の
一
・
八
僻
も
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
記
救
も
れ
の
老
人
福
祉
那
業
が
あ
っ
た
の
で
、
実
際
に
は
一
・
八
傭
以
上
に
な
る
。
調査対象年度の昭和五四年度の人口一○万の標準団体における老人福祉のナショナル・ミニマム事業は、第九表の
とおりである。ところが、Ｚ巾（五巾）の老人福祉事業の実態と比較すると次のような問題がある。
第一に、第九表の標那団体において老人桐祉辨業とされている本業、つまりナショナル・ミニマム辨業とされてい
る事業で、未実施の鞭業がかなりあることである。具体的には、老人健康教育事業・在宅老人家庭論液訪問鞭業は五
巾（Ｚ巾）のなかで一巾のみ実施、老人健康和談珈業は五巾全部が未実施、ねたきり老人健康診断耶業も五巾全部が
未実施であった。なお回啓があった十一巾全部が未突施であった珈業は、老人健康机談、ねたきり老人健康診断の一一
事業である。在宅老人家庭看謹訪問事業は十一市のうち一市が単独事業として尖施している。
介識人の派迷事業は五市のうちで二市が実施、Ⅱ常生活川共給付珈業は五市のうち四市が実施している。
地方交付税制度の考え方からいえば、交付税交付金は一般財源、つまり使途は制限されていないのだから、未実施
珈
業
が
あ
っ
て
も
法
律
違
反
で
は
な
い
。
ま
た
、
地
域
の
実
態
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
と
い
う
理
由
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
らの事業もナショナル・ミニマム事業であるという視点からいえば、当面は実施しないという判断は安易になされる
べきではないだろう。
口論体の老人福祉施簸に関する調査研究（中間報告）
二四九
務度のｌルさ事は一一，人Ｉｌｉ１１でか仙成れ第業第二九老第入度第
あら旗ｑｌＩ：は七で六七万人五浴に四る、診業じの、に一七家のサおのこＱＷｒはめＩ１ＭＺ、万千庭ｌ１Ｉｌｌけ１１ＭとＴｌｉユ'1Ｆ、た題市標九ｌ]１奉題ビる題１９１とIlli徹ikt鰡問マlj1屯鰔IⅧW）|(Ⅶ貨瓦さ筐Eiljill僻；雛蝋騨織iiii識幽蕊簾ｉｉｌｉ芙蓋醐騨な九業十れこ対、し。の福しつい研繍li量そ鰄薔蝋:ｉ熊Ⅶ：鮠：霊奪曇鮭鰈!i蝿鍵襲麟下こクｉｌＩｉと団一あ１１リ刀実額とにDのラロ｜え体万るｉｌｊ八態とえ必ﾌﾞﾐiWiiWギリ半ｒ遥ilii船ぱ蕊基は成お金シ円ででで饗は湛可準、mlFい図ヨとあ七あよ算兵火漫縦［壽)ﾚﾉ`苞些：＆聾ＩＭｉｉ需らつ秋他・－た刀にいれ事わ要のい算康ミ９６と七対こて業れ額事てさ診二にえ干しといばるに業はれＩｌｊｉマもぱ｜りてでな五ユ|「算が、はユ|ドムな、だ、あいＴＩｊ業定ＩｉＩＰじ業事る老が標る゜のがこさｉｉＹｉＴｌｉめと業の人、ｉｉｌｌ。う、：'１：れ体はた老とでク標１W’たち地○てのＩＬｌが人しあうｉ１１１体と’111力いｌｉｌｊｌ十、クてるブＩＪＩでえＴｌ了交て行ｌｕｌＰラ積。肋体はば、付もユ|ドムＦＴｌｉプ算成で九老税
務
で
あ
る
こ
と
と
、
国
庫
補
叫
爽
施
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
第八に、機関委任事業、
つ
ま
り
国
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
い
る
那
業
は
、
法
施
行
と
同
時
に
全
部
の
自
治
体
に
国
庫
補
助
が
つ
き
、
標準団体でも積算が開始され、自治体でも実際に事業が開始されていることである。その具体例は、昭和三十八年度
からの「老人保泄珈業」と、昭和四十八年度からの「老人医旅特別描伍」（いわゆる老人医旅機無料化耶業）である。
（８）
後者の事業は、敢新都政などの日浦体および市民の迎助でナショナル・ミニマム事業とした点が、前者の卒業と質的
以上のことから、「社会桐祉独」の韮耶財政締要額の蝉定方法は尖態から机当に乖離しており、その絲来、約六億
円
も
の
荻
耶
財
政
需
要
額
の
不
足
が
生
じ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
後者の事業は、敢鉈
に異なる点である。
〔注〕
（１）地力日沿総合研究所『老人・身障新柵祉の財政負担境昭和五五年、一五頁。
（２）同右、四三頁。
（３）同右三八～三九頁。
（４）地方財政洲査研究会編『新訂財政分析』、ぎようせい、昭和五六年、八八頁。
（５）全図市町村などの数字は『地方財政白響』昭和五六年版より引川した。
（６）保育所の算定不足の原因は、これ以外に、保育所扶助澱の欄算内容とＺ市の実態との比較分析が必要であるが、今回の調
査の対象外だったので、資料を収集していない。
ただ、棚布巾（人川十七万）の場合を例にとると、国難瓶徴収金を除いた、保育剛児一人一ヶ〃あたり級我は、五十四年
、
、
庇で四万一ハ、八七一一円である。一力、五十四年度の械那剛体における、囚飛弛徴収企を除いた、保育剛児一人当たり年Ⅲ扶
助澱は十七万六、一七九円と設定されている。したがって、標躯川休の年側扶助澱の十七万六、一七九円は、調布市では三
・八ケ〃にしかあたらない。つまり、実態から非術に離れた秋算がされているということである。
（７）この秋算額は、在宅栃祉事業の家庭奉仕貝十一人のうち八人が老人家庭奉仕瓜派避制当て分として肝猟した。八人とした
自泊体の老人福祉施簸に側する調査研究（中川報俗）
二五一
-=_１－
〔追記〕末尾ながら、今回の中川報告にあたり、調在の対象となった神奈川肌老人福祉狐をはじめ財政測充に応じていただいた
関係自治体には、卸多忙中にかかわらず斌雑な調査に快よく協力していただき、ここに深く感謝の意を表しておきたい。
自治体の老人福祉施簸に側する調査研究（中間報告）
一一五二
１皿山は、五十一年度に、心身新に対する家庭奉仕貝派泄制度と統合する以前は、つまり五○年度は，ねたきり老人家庭奉仕
貝として八人が見秋られていたからである。
（８）拙稿「老人医旅『無料化』の発足」、小宮昌平・吉佃秀夫編『東京問題』、大月捗店、一九七九年参照。
